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国重要無形民族文化財博多祇園山笠に 「城郭悠然黒田藩Jの

表題もすばらしく七百二十余年の伝統ある福博の祭礼に16番

山笠ソラリアlF大 ホールに奉納された古式に乗つた伝統技に

飾られ7月 1日 ～15日 間天神のど真中に 「福岡城400年 Jを祝

して、飾り山笠かお目見えした。

CGによる福岡城復元

福
岡
市
長

山

崎

広

太

郎

福
岡
の
名
付
け
親
で
あ
る
黒
田
長
政
が
、
慶
長
五
年

（
一
六

〇
〇
）
に
筑
前
人
国
以
来
、
明
治
に
至
る
ま
で
二
百
七
十
余
年
、

他
藩
と
異
な
り
、
国
替
え
、
改
易
な
ど
も
な
く

一
貫
し
た
こ
と

は
、
福
岡
に
と

っ
て
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ
り
、
今
日
の

「元
気

都
市
　
福
岡
」
形
成
の
礎
を
築
い
た
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

長
政
は
入
国
の
初
め
か
ら
新
田
開
発
、
道
路
整
備
に
力
を
尽

く
し
、
太
宰
府
天
満
宮
や
博
多
の
神
社

・
仏
閣

へ
の
寄
進
を
行

い
、
歴
代
藩
主
も
博
多
山
笠
の
復
興
、
塩
田
開
発
、
博
多
織
の

品
質
改
良
と
振
興
を
は
か
り
、
特
に
復
興
さ
れ
た
松
囃
子
は
年

に

一
度
の
無
礼
講
と
し
て
、
城
内
に
博
多
町
人
を
招
き
入
れ
る

な
ど
、
博
多

っ
子
に
大
変
愛
さ
れ
て
い
ま
し
た
ｃ

明
治
以
降
城
内
に
は
、
県
庁
、
次
い
で
歩
兵
第
二
十
四
連
隊

が
置
か
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、
市
民
運
動
場
が
造
成
さ
れ
、
昭

和
二
十
三
年
秋
に
は
平
和
台
で
第
二
同
国
民
体
育
大
会
を
開
催
、

福
岡
国
際

マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
西
鉄
ラ

イ
オ
ン
ズ
に
地
元
の
フ
ァ
ン
が
熱
狂
し
た
平
和
台
球
場
は
、
今

は
鴻
臆
館
の
さ
ら
な
る
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
二
年
に
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
福
岡
城
跡
は
、

季
節
の
花
の
見
ど
こ
ろ

「舞
鶴
公
園
」
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
城
跡

一
帯
は
、
完
成
に
は
相
当
の
年
月
を
要
し

ま
す
が
、
緑
と
史
跡
の
調
和
し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
バ
ー
ク
を
創
出

す
る
た
め

「舞
鶴
城
址
将
来
構
想
」
に
基
づ
き
、
段
階
的
に
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

福
岡
城
四
百
年
の
記
念
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
数
多
く
福
岡

城
跡
で
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
親
し
ま
れ
る
お
城
で

あ

っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。



彰

稲
ｎ
属

ご

十
七
」
の
機

福
岡
市
教
育
委
具

〓文
化
財
戴
工備
課
主
査
　

〓
一　

木

　

隆

　

行

「櫓
」
と
い
う
字
。
読
み
は
？
そ
し
て
そ
の
意

味
は
？

こ
の

『お
城
た
よ
り
』
を
読
ま
れ
る
方
々
に

と
っ
て
は
何
で
も
な
い
常
識
で
あ
．る
で
し
よ
う

が
、
こ
の
字
か
ら
お
城
を
も
想
起
し
で
す
ぐ
に

「や
ぐ
ら
」
と
読
む
人
は
―
‥
―‐
普
・通
は
恐
ら
ぐ
い

な
い
と
思
い
ま
す
が
、

■果
た
し
で
ど
一う
で
し
よ

う
か
。
ま
ず
普
通
は
Ｌ
ろ

，
と
読
む
で
し
よ
う
。

船
を
漕
ぐ
櫓

（ろ
）
ｒ
一櫂
■
か
い
）
の
意
味
と

し
て
。
例
え
ば

「福
岡
城
の
櫓
●
と
い
う
語
を

見
て
、
お
城
と
船
が
い
う
た
い
ど
う
関
係
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
混
乱
さ
れ

‐る
方
が
い
ら
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
し
ろ
健
全
な
混
乱
と
思
一

え
ま
す
が
、
ど
う
で
ｔ
ｔ
う
か
ず
・
●
●
■
●
一

さ
て
、

「櫓
」
は
船
を
漕
ぐ
Ｌ
一ろ
●
で
は
な

く
、

「や
ぐ
ら
」
と
も
読
む
ど
言
わ
れ
で
み‐‐れ

ば
、
な
る
ほ
ど
そ
う
か
と
納
得
で
き
ま
す
ず
こ
一・

た
つ
の
や
ぐ
ら
、
火
の
見
や
ぐ
ら

‐、
相
撲
の
や
一

ぐ
ら
太
鼓
、
吉
野
ケ
里
遺
跡
の
物
見
櫓
な
．ど
一見
．

覚
え
も
聞
き
覚
え
も
あ
り
ま
す
し
、
何
と
な
ぐ
・

垂
直
的
に
高
い
建
物
の
類
と
い
っ
た
想
像
も
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
辞
典
を
見
ま
す
と
、
沢
山
の

用
例
の

「櫓
」
の
一
つ
に
武
器
を
納
め
て
置
く

兵
庫
、

「矢
倉
」
と
あ
る
こ
と
で
、

「櫓
」
＝

「や
ぐ
ら
」
＝

「矢
倉
」
＝
城
郭
建
築
と
ぴ
っ

た
り
腑
に
落
ち
ま
す
。

城
の
防
衛
施
設
と
し
て
発
達
し
て
き
た
建
物

の
こ
と
で
、
石
垣
の
角
に
建
つ
櫓
を

「角
櫓
」

（す
み
．や
ぐ
ら
）
、

「角
櫓
」
と

「角
櫓
」
を

結
ぶ
櫓
を

「平
櫓
」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
最

た
．る
も
の
、
い
わ
ば
櫓
の
親
玉
が
天
守
閣
と
い

え
一る
か
も
知
れ

‐ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
福
岡
城
に
は

「四
十
七
」
の
櫓

（
や
ぐ
ら
Ｔ
が
あ―
つ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
数
字
は
、
明
治
初
年
に
編
ま
れ
た

『福
岡
県

地
理
全
誌
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
藩
置
県

後
の
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
政
府
が
編
纂

を
命
じ
た
も
の
で
、
一福
岡
県
で
は
明
治
十
三
年

（
下
八
八
〇
）
に
明
治
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

い
わ
ば
福
岡
県
々
民
白
書
と
い
っ
た
類
の
報
告

書
。
そ
の
福
岡
城
の
項
に
、

「総
坪
数
八
万
千

九
百
坪
、
櫓
四
十
七
所
、
全
城
周
囲
千
六
百
十

四
間
、
堀
周
囲
二
千
六
百
二
十
間
」
と
あ
り
ま

す
。

「四
十
七
」
と
い
う
こ
の
数
字
、
い
か
が
わ

し
く
響
き
ま
せ
ん
か
。
赤
穂
浪
士
の

「四
十
七

士
」
か

「い
ろ
は
四
十
七
文
字
」
に
な
ぞ
ら
え

て
の
作
為
の
数
字
だ
と
。
し
か
し
、
結
論
か
ら

い
い
ま
す
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
数
え

方
に
も
よ
る
で
し
ょ
う
が
、

「四
十
七
」
の
櫓

数
を
越
え
る
と
も
数
え
ら
れ
ま
す
。

『福
岡
県

地
理
全
誌
』
が
数
字
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
福
岡
藩
時
代
の
文
書
に
記
さ
れ
た

数
字
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

花
見
櫓
、
月
見
櫓
、
祈
念
櫓
、
多
聞
櫓
、
武
具

櫓
、
太
鼓
櫓
、
等
々
、
現
在
三
十
数
力
所
の
位

置
と
名
称
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
、
十

い
く
つ
の
櫓
の
名
称
は
不
明
で
す
。
さ
て

「四

十
七
」
と
い
う
こ
の
櫓
数
、
他
藩
の
お
城
と
比

べ
て
多
い
の
で
し
ょ
う
か
、
少
な
い
の
で
し
ょ

、っ
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
聞
櫓
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土 日 午前 11時～午後8時 30分
席数80席 (お座敷6名様～20名様)

木店 (立 花寺店)福岡市博多区立花寺1丁 目934
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FAX(092)714-0146ふ

⑧彰 十 れネ家
株式会社 峰松本家

らどんモば興 蒲鉾 の嘩屋

ロ  ロ      ロ 三越 ロ

福ビル店営業時間 平 日 午前 11時～午後9時



一龍副陶
・の融帥剥詢いっの市・町の

一福
岡
城
四
百
年
を
記
念
し
て

一福
岡
始
ま
っ
て
以
来
の

動罰
貫加嘲お菱膊をト

日
　
時
　
平
成
１５
年
１０
月
２５
日

（土
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
５
時

（午
後
１
時
開
場
）
　

　

・一

場
　
所
　
福
岡
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
■
ル

（福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２
１
１
）

■
黒
田
都
市
サ
ミ
ツ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

（メ
イ
ン
ホ
ー
ル
）
３
階

テ
ー
マ

「福
岡
城
誕
生

へ
の
あ
ゆ
み
●

開
会
式

（第
１５
代
黒
田
長
久
公
出
席
予
定
）

第

一
部
　
黒
田
家
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て

黒
田
家
発
祥
と
知
将
黒
田
官
兵
衛

・

長
政
親
子
に
よ
っ
て
築
か
．れ
た
関
係

都
市
の
協
力
に
よ
り
、
映
像
素
材
で

よ
り
わ
か
り
や
す
く
各
都
市
と
黒
田

家
の
史
蹟
や
ゆ
か
り
を
等
を
紹
介
す

る
。
（都
市
首
長
を
希
望
）

※
黒
田
家
ゆ
か
り
の
芸
能
披
露

第
二
部
　
記
念
講
演

「福
岡
城
を
語
る
」

九
州
産
業
大
学
工
学
部
教
授

佐
藤
　
正
彦

第
二
部
　
民
謡

「黒
田
節
」
に
唄
わ
れ
た
名
槍

日
本
号
の
主
人
公

「母
里
太
兵
衛
」

を
聞
く
　
　
　
講
談
師
　
神
田
　
紅

■
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

（３
階
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
横
）

１
　
黒
田
都
市
サ
ミ
ッ
ト
ゆ
か
り
の

ふ
る
さ
と
展

各
協
力
都
市
紹
介
コ
ー
ナ
ー
と
物
産
市

２
　
福
岡
藩
ゆ
か
り
の

「献
上
」
物
産
市

３
　
黒
田
家
文
献

・
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

バ
ッ
ヂ

・
タ
オ
ル

・
書
籍

・

カ
レ
ン
ダ
ー

（二
十
四
騎
）

・

・

記
念
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
等

４
　
四
百
年
記
念
事
業
の
案
内
コ
ー
ナ
ー

■
都
市
交
流
懇
親
会

・
　

　

福
岡
市
長
主
催

（４
階
中
ホ
ー
ル
）

黒
田
家
ゆ
か
り
の
都
市
関
係
者
他
、
黒
田
家
、

主
催
、
後
援
諸
団
体
と
共
に
交
流
親
交
行
事

を
行
う
。

○
式
次
第

一
　

（午
後
５
時
よ
り
百
名
程
度
）

○
黒
田
家
ゆ
か
り
の
芸
能
披
露

○
記
念
写
真
　
　
※
関
係
者
の
み

福
岡
城
四
百
年
記
念

．
．
一　
　
　
黒
田
都
市
サ
ミ
ツ
ト
に
つ
て

―

日

的
―

日
本
が
将
来
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
観
光

が
大
き
な
役
割
を
は
た
す
と
い
う
こ
と
が
再
認
識
さ

れ
は
じ
め
た
。
観
光
は
交
通
か
ら
、
宿
泊
、
飲
食
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
の
で
、
幅
広
い
産
業

に
波
及
効
果
が
あ
り
、
地
域
活
性
化
の
切
り
札
、

２‐

世
紀
の
リ
ー
デ
イ
ン
グ
産
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ウムυ。本
市
で
は
、
市
名
の
由
来
で
も
あ
る
福
岡
城
築
城

な
ど
、
黒
田
長
政
初
代
藩
主
か
ら
四
百
年
と
い
う
節

目
を
機
に

「福
岡
城
四
百
年
記
念
実
行
委
員
会
」
が

設
立
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
記
念
事
業
を
実
施
す

る
な
か
、
黒
田
家
ゆ
か
り
の
関
係
市
町
と
協
力

・
相

互
交
流
を
深
め
な
が
ら

「黒
田
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」
を

開
催
し
、
相
互
の
活
性
化

・
振
興
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
東
ア
ジ
ア
の
観
光
窓
口
と
し
て
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

く

福
岡
城
跡
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
中

ユコヽ彙14公
400年逮 `3人

拳
嘔脳,平成15年 10月 26日 (日 )

磁圃p崇福寺

― 法要 (10:30)

記念祝賀会
(タカクラホテル福岡)

式典 (13:00～ 13:30)

祝宴 (13:30～ )

閉会・記念品引換 (14:30)

…
5,000円

毎週土曜オープン!

一爵
Ｉ
●
ん
油

四人様¥3,980

http://、 v、vwoishikura― shuzou.co.jp福 岡市 博 多 区堅 粕 1丁 目30番 1号

７
条

偲
多



『黒
田
と
歴
史
の

一　

　

「弓
口鑓
．鉄
砲
」
展
』

福
岡
市
博
物
館
に
て

平
成
１５
年
９
月
２３
日
⌒火
）～

観
覧
料
は
無
料
で
す
。

Ｈ
月
２４
日
（月
）開
催
。島

〈
本
　
　
　
　
箋票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

個

　
　
人
／
１
日
　
５
千
円

団
体
・法
人
／
１
口
　
・１
万
円

（何
れ
も
何
口
で
も
可
）

特
　
　
典
　
　
　
　
一

会
の
事
業
に
優
先
参
加

参
加
費
の
割
引

会
報
配
布
　
　
　
他

申
し
込
み

規
定

の
申
し
込
み
用
紙

に
必

要
事
項
を
書

い
て
郵
使
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
会
宛

に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

送
　
　
金
　
　
・

次

の
金
融
機
関

に
お
振
込
み

く
だ
さ
い
。

福

岡

銀

行

本
店
　
４
７
５
４
８
７
２

会
長
　
女栞
原
敬

一
宛

福
岡
信
用
金
庫

本
店

１
１
０
４
４
６
４

会
長
　
桑
原
敬

一
宛

※
福
銀

の
場
合
は
振
込
手
数

料
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

信
金

で
は
本
支
店
と
も
振

込
手
数
料
が
無
料
と
な

っ

て
い
ま
す
。
窓

口
に
申
出

て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

★
入
会
申
込
書
を
出
さ
な

い

う
ち

に
送
金
さ
れ
ま
す
と

領
収
証
や
会
員
証

の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
入

会
申
込
書
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。

★
入
会
申
込
書
は

い
つ
で
も

事
務
局
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
送
り
ま
す
。

福
岡
城
黒
国
家
ゆ
か
り
を
訪
ね

て

八
丹
六
日

（水
）
～
八
月
七
日

（本
）
、
市
政
だ

よ
り
に
て
福
岡
市
民
へ
呼
び
か
け
福
岡
市
観
光
案

内
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
の
先
導
に
よ
っ

て
次
の
コ
ー
ス
を
探
訪
し
ま
し
た
。

崇
福
寺
↓
東
長
寺
↓
友
泉
亭
↓
し
ん
わ
ビ
ル
福
岡

城
跡
模
型
見
学
↓
福
岡
城
郭
散
策
多
聞
櫓
ほ
か

黒
田
藩
六
端
城
を
巡
る

福
岡
城
本
城
と
一
緒
に
六
つ
の
支
城

（端
城
）
が

福
岡
県
下
に
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
今
か
ら
四
百
年

前
に
築
か
れ
た
六
支
城
と
秋
月
城
を
福
岡
城
四
百

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
主
催
で
探
訪
し
ま
し

た
。

と
　
き
　
‐５
年
９
月
２。
日

（上
）

探
訪
先
　
１
、
若
松
城

（北
九
州
市
若
松
区
）

２
、
黒
崎
城

（北
九
州
市
八
幡
西
区
）

３
、
一高
取
城

⌒直
方
市
鷹
取
山

６３３
３

４
、
大
隈
城

（嘉
穂
郡
大
隈
町
）

５
、
小
石
原
城

（朝
倉
郡
小
石
原
村
）

６
、
左
官
右
城

（朝
倉
郡
朝
倉
町
）

７
、
秋
月
城

同
行
解
説
者
　
内
田
　
輝
雄
氏

・
岡
部
定

一
郎
氏

※
好
評
に
つ
き
１０
月
１８
日
（土
）
、
追
加
募
集
し
て

い
ま
す
。チ

ン
ジ

ユ

韓
国
晋
州
城
を
訪
ね
る

博
多
港
か
ら
ビ
ー
ト
ル
で
釜
山
経
由
で
福
岡
城
の

モ
デ
ル
と
云
わ
れ
る
韓
国
晋
州
城
を
訪
ね
ま
す
。

更
に
、
筑
前
博
多
の
国
と
大
変
歴
史
的
に
結
び
つ

き
の
あ
る
韓
国
の
中
に
あ
る
筑
前
福
岡
ゆ
か
り
を

い
ろ
い
ろ
と
訪
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

と
　
き
　
‐５
年
Ｈ
月
５
日

（水
）
～
８
日

（土
）

（３
泊
４
日
）

現
地
専
門
の
学
芸
員
に
加
え
て
四
百
年
会
の
岡
部

が
先
導
し
て
案
内
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
福
岡
城
の
建
設
を
生
き
て
い
る
間
に
見
た
い
と
　
一

．一
　
願
っ
て
い
る
者
で
す
。
高
嚇
者
で
資
産
の
一
部

４

一　一̈『［̈いす運‘し̈̈¨̈一一いな一時「一

一
　
ま
た
違
った
夢
囲
気
が
柵
岡
市
に
出
来
る
こ
と
一

一
　

を
市
民
は
渇
望
じ

イ
針
艶
馨
観

久
　
鮎
川
様
）
　

一

一◆赫綱剛鰊脚畷嚇獄中狂われ耐癖強嗣師に。一

一　け財鵬れ期̈
れ」（れ為“崚ぎ難蹴彿姉
一

一　椰震̈
獄師つ史悧』錢姉躊か摯岬
「‐こ朝れて
一

」
　

台
」
を

「鴻
臆
館
前
」
。
平
和
台
球
場
が
あ
っ
　
ヽ

一・
吐駐鮭赫』開いな辞魔吋「ｒｍｍ動繊剌
一

一
　
化
遺
産
だ
け
に
名
前
を
広
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
４

ヽ
　
も
う
一
つ
は

「大
手
門
」
を

「福
岡
城
前
」
。
　
｝

一
　
バ
ス
停
付
近
は
大
手
間
が
あ
っ
た
場
所
で
は
な

一

，
　
い
し
、
福
岡
城
四
百
年
と
節
日
の
年
。
ぜ
ひ
市

）

ヽ
　
民
に
福
岡
城
を
定
着
さ
せ
た
い
と
思
つ
て
い
ま
　
）

一^
　
す
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。　
　
　
一

一．
　

（福
岡
市
■
央
区
　
団
体
役
員

・
男

・
７２
）
　

一．

一
◆
貴
会
の
企
画
行
事
に
喜
ん
で
参
画
さ
せ
て
頂
き

一

一
◆
帖
¨
¨
毅

り
岬
型

ン と
（『

一
ゅ
織
中

‐こ あ
中
林
赫
¨

一

‥‐，、
　

と
思
い
ま
す
。
　

　

　

　

（春
日
市
　
段
様
）

一
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跡での観月の宴に 1ヽ市と教育薬 会が共催出
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集
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行
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福
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城
四
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記
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行
委
員
会
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２
１
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サ
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イ
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イ
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